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シ ロフ ミ田下駄 の諸 系列

 一 用 具 論 的 に

申  村  俊 亀 智*

Systematic Study of the Shirofumitageta  Wooden Clog 

              used in Rice Paddies 

                Takao NAKAMURA

   Shirofumitageta or rice field clog is a kind of farming implement in 

the shape of a frame. In the cultivation of rice fields, shirofumitageta 

is employed for smoothing the surface of the paddy after ploughing. 

   Generally speaking, it is used for the following  purposes: 

 ( 1) Smoothing the surface of the paddy 

 ( 2) Supporting farmers' feet 

 ( 3) Fixing young leaves and grass under the water as fertilizer 

   This is one of the oldest basic farming implements used in rice 

cultivation. 

   The four forms of shirofumitageta are as  follows  ; it should be noted 

that there is a correlation between form and function.

Function

 (  1  ) (2)

 

(  3  )  (Plate)
Form

 I  x  1

 It  x

 x 2, 3, 4

 IV  x 5, 6

(x refers to major function, y to auxiliary function)
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中村  シロフミ田下駄の諸系列

1・ 問題提起

丑.形 と用法

  1・岩手県沢内村のオーアシ

  2.千 葉県九十九里のオーアシ

  3.埼 玉県越生町のオーアシ

  4.八 王子市柿 ノ木平のオーアシ

  5.岐 阜県国府町のオーアシ

  6.長 野県穂高町のハコゲタ

皿.む すび

余論 出土遺物との対応

 1.問 題 提 起

 民具を研究 しているひとたちのあいだでは,田 仕事の際に履 く鼻緒のある大 きな下

駄のような履物のことを田下駄 と総称している。

 これまでの調査によって,田 下駄には,田 のシロフミのときに履 くシロフミ田下駄
                 いねかりた げ た

(一 名 オーアシ)と 稲刈の ときに履 く稲刈田下 駄の2つ の種類 があ り,シ ロフ ミ田下

駄 を稲刈 に も履 く例が ないわ けでは ない けれ ど も,一 般 的には,こ の2つ の田下駄 は

形 の うえで も使 い途 の うえで も,判 然 と異 なることが知 られてい る。

 ま た,こ れまでの研究か ら,シ ロフ ミ田下駄 の型 には,す くな くとも形 の うえで,
わくがた                           はこがた

枠型の大型,枠 型の中型,枠 型の小型,そ して,箱 型の4つ があるらしいことが知 ら
             わかんじきがた

れている(な お,こ のほかに輪 標 型があ る らしいが,こ こでは触れない)。 ここで

はひ とまず この型 区分 が成立つ もの と考 えよ う。

 この小論 は,こ れ らの4つ の シロフ ミ田下駄が,そ れ ぞれ どの ように使 われていた

か,シ ロフ ミ田下駄 の形 や作 りはその使 い途 ・使い方 とどの よ うに対応 す るのかを,

旧民族学博 物館所 蔵の標本の整理か ら得 た体験 を もとに して,具 体 的に確 めてみた も

のであ る。

 その結 末を紹介す る前 に,上 記 のシ ロフ ミ田下駄の形 の うえでの分 け方,な い し,

使 い途 との対応 な どを追 うと きの留意点 とい った もの を列挙 してお きたい。
           わく                あしいた

(1)シ ロ フ ミ田下 駄は,枠 と枠 に と りつけ られ た足板(鼻 緒のすげて ある板),そ れ
                      てなわ                   よこさん

 に,下 駄全体を もちあげるときの縄(い わゆる手縄),枠 を強化するための横 桟な

 どから成立 っている。枠は木の板か角材でつ くられているが,枠 が幅の広い板でこ

 しらえられていて,下 駄全体があたかも箱のような形をしているシロフ ミ田下駄の

 ことを,箱 型のシロフミ田下駄と呼びな らわしている。
              "          ギ(2)小論 では

,仮 りに,枠 の タテの木 を タテ木,ヨ コの木 ・横淺 をい っしょに して ヨ
  ギ

 コ木 といい,例 えば枠に3本 の淺 がいれてあるシ ロフ ミ田下駄が あるとす ると,こ

 の 田下駄の ヨコ木は5本 ある,と いったよ うに表わす ことに した。
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(3)枠 型 のシロフ ミ田下駄(枠 を比較的幅のせ まい枠か角材 でこし らえた田下駄)に

 は,大 きさの点で3つ の型 が区別で きる。大型 は,タ テお よそ80cm以 上 で,き わだ

 っ て大 きく,ヨ コ木 も9枚 ないし,枠 を角材でつ くってあ る場合 で も6本 の ものが

 み られる。 タテ木 ・ヨコ木 ・足板 それ ぞれの接合に も,若 干 の工夫が な され ている

 例 もす くな くない。小型 は,こ れに対 して,タ テ40Cln前 後 で,例 えば,長 野県上伊那

 郡 旧朝 日村平 出の コカタゲ タな どがそれに含 まれ よ う[AM,1937:PP・202-204コ

 C文 部 省史料館,1970:p.6]。 そ して中型 には,大 小2つ の型 の中間 にあ るタテ50

 な い し60㎝ 台 の シロフ ミ田下駄 をあて ることが で きよ う。中型 は ヨコ木の数 も3・

 4本 で,作 りも大型に くらべていた って簡素 である。

(4)シ ロ フ ミ田下駄 に も地域 によ って,い わば地方型 とい うべ きものが行 われてい る。

 東 海地方 の0部 や飛 騨地方 では昔か ら,寸 法 の点 では大型 に近 い,し か も,ヨ コ木

 の 数では3な い し4本(う ち2本 は細 い タケ)で,タ テ木や足板の うしろ部分が長

 くつ きでてい る型の下駄がつかわれてい る。そ こで,小 論 では,こ の 中型の シ ロフ

 ミ田下駄が他の中型 と果 して形 の うえだけの違 いなのか,そ れ と も操作法,シ ロフ

 ミ作業の 内容 にまでおよぶ違い なのか を追 ってみた。

㈲ 調 べ,ま た は,分 析にあた っては,ま ず,シ ロフ ミ田下駄 の形 を確実 にお さえて

 お くため,全 体 の寸法や重 さを計 り,各 部材の寸法 や形,部 材 同志 の接合型式,手

 縄 の結 び方 など も調べ,そ の結果 を作図 にまとめることに した。

(6)ま た,シ ロフ ミ田下駄の使 い途 ・使 い方 を確認す るため,シ ロフ ミ作業が どの よ

 うにな され たか,シ ロフ ミ前後 にはどの よ うな労働がな されるかを,シ ロフ ミ田下

 駄 が使 われていた時点 にまで さかのぼって確 めた。ただ し,小 論 では,シ ロフ ミ作

 業 は苗代 での作業 ではな く,あ くまで も本 田の作業に限 ってみた。同 じ用具 で も,

 仲 間にな る用具が異 ると,そ の使 い途 もまた変 わる場 合があ りうるので,各 作業 ご

 とに どの ような用具 が使 われていたかに特 に注意 した。

(7)施 肥 とシロフ ミ労働 とのあいだには,と ころによって,深 いつ なが りが み られ る。

 そ こで,こ の調べでは,肥 料 の種類,投 入量,肥 料 の運搬方法 などについて もで き

 るだけ確 める ことに した。

(8)シ ロ フ ミの方法 と田の形,田 の土 とのあいだに も対応 関係が成立 つ ことが予想 さ

 れ たので,土 壊型(土 性)に ついて も,こ れ まで成調査 の結果 を参照 した。 田の型

 と して,こ こでは仮 りに次 の区分 に したが った[横 井,ユ970:pp・188-194]。

  湿 田(湿 湿 田)… …非灌概 中 も水が下降せず 田面が乾か ない田。
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  乾湿田      非灌概申 も地下水が上 り,田 面が乾かない田,根 雪におおわ

           れている田を含める。

  乾田       落水によって田面が乾 く田。

 田の深 さは水を張ったときの状態によって,ク ロブシ田,ス ネまで田,腰 まで田な

 どと書 き表 した。

(9)シ ロフミ田下駄が使われな くなったのは何時頃からか。何故使わなくなったのか。

 シロフミ田下駄を使わないですむようになってから,ど んな変化が生 じたか。いっ

 たい,そ の地域でシロフ ミ田下駄を使 う利点は何だったのか。そうした点について

 も確めてみた。

⑩ 博物館標本の常 として,ひ とつひとつの標本に,必 ずしも私たちの分析に適する

 ような採集記録がともな うとは限らない。そこで今回の調べでも,博 物館の所蔵標

 本をもとにして,採 集記録をさがしだし,採 集地や所用地をみつけ,実 際にシロフ

 ミ田下駄を使 ったことのあるその土地の方々から詳 しく当時の状況を教えていただ
  ききがき

 き,聞 書 をま とめ,こ の小論に利用 させていただいた。 お教 えをいただいた事柄 は,

 一 般の報告や論文にお ける引用 とま った く同 じもの と考 え,と りあえず,私 の聞書

 か ら引用文 をつ くり,本 文中 カ ッコにお さめ,*じ るしを カッコの終 りにつ け,文

 末 の謝辞において拠 りどころを明 らかに させていただいた。私 の聞書 は,も とよ り

 充 分 とはいいが たいので,も し聞 き違い,書 き間違 いがあれば訂正 させていただ き

 たい と思 う。 また,さ らに この小論 が何等 かの きっか け となって,こ の失われ ゆ く

 労 働用具,文 化遺産に対 して,地 元の方 々による詳 しい記録がの こ されれば と考 え

 る。

皿.形 と 用 法

  1.岩 手 県 沢 内 村 の オ ー ア シ

 岩 手県西 部の真 昼山地 に沿 って流れ,や が て北上市 で北上川 とい っしょにな る和賀

川の上流域,和 賀郡沢内村では,シ ロフ ミ田下駄 のこ とをオ0ア シと呼んでい る。

 い ま,旧 民博 標本に よって沢内村 のオーアシの様子 をみると,型 の うえでは枠型 の

大型 に属 し,寸 法 はタテ91㎝ ・ヨコ32.5㎝ ・重 さ2.85kgで,い ままで知 られてい るシ

ロフ ミ田下駄 の うち,も っとも大 きな型 の1つ に数 えることがで きる。構造 的には,

全 体 として厚 さ10mm・ 幅55な い し75mmの 比 較 的薄い板か らつ くられ,ヨ コ木は9
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枚型式 で,厚 さ8mm・ 幅11cmの 長 い足板 が枠 に とりつけ られていて,と くに ヨコ木
                            つ

は タテ木 にシゴクホヅ(ホ ゾの頭に小 さな クサ ビを打込ん だホゾ接 ぎの型式)で 接合

されてい るこ とが注 目 され る[文 部省史料館,1970:P.2]。 この標本で は手縄 にあ

たる ものが欠損 しているが,本 来 はフジの蔓 で,タ テ木の両端 か らx字 型 に配 られ て

いた ことが他 の資料 によって確 め られ る。手縄は 「野原 に野生 している フジを6月 初

旬 きって きて,自 分 でオ0ア シにと りつ ける」*,枠 ・足板 とも 「スギの木 でつ くり」*,

「オーア シは昔 は沢 内村全体 でつか われ ていた,ど この家に も1つ か2つ は必 ずあ っ

た」*といわれている。現在沢 内村太 田の碧祥寺博物館には3足 の オ0ア シが収 め られ

てい るが,3足 とも寸法 には旧民博標本 とほとん ど変わ らず,か つては和賀川の両岸

約1.1㎞ の地帯 や山ぞいの水田 で同 じ型 で同 じ大 きさの シロフ ミ田下 駄が,お しなべ

て,つ かわれていた ことが推定 される。

 1953年,土 地改 良事業 によ って乾 田化が行 われ る以前に は,こ のあた りの田圃には,

カ タダとよばれ る乾 湿田 と,ヒ ドロダ とよばれ る湿田があ り,和 賀川 ぞいの田はほ と

ん どすべて ヒドロダだ った といわれている。実 はオ0ア シは,こ うした湿 田でつかわ

れたのだが,「 田植 前,オ ーア シで シロフ ミす る時点 でのデ0ロ(田 の土)の 深 さは

約70cmで,ち ょうど人 の股下 ほ どの深 さで,そ の下 は礫層 と粘土層の互層」*で,オ ー

アシがつか われた時代には, 「反 収は5俵 で,現 在 は同 じ場所 か ら最高12俵(最 低 で

も6俵)と れ る」*か ら,収 量は現在 の半分 で,し か も,「 昔 は田の形 も今 のよ うに整

った四角形 でな く,い ろいろな形の ものがあ った」*。

 それ な ら,こ の よ うな状況で,オ0ア シは どの よ うな使 い途 につか われ たのだろ う

か。 その有様 を田の労働全体の流れ に即 して追 ってみ よう。

① この地方 では,3月 頃,雪 がまだ田圃 に一一面に積 ってい る うちに,コ エ(後 出)
                    も

 を櫨 に積 んで田へ運 び,10aご とに1つ の盛 りに してお く。 「コエの材料 は ワラや

 草 ですが(山 の草 ・野菜 の葉),と くに何の草 とい うことで はな く,柔 らかな草 で あ

 れ ば何で も刈 りと り,コ エに します。現在 は牧草が主 なよ うです。 と くに 目立つ も

 の をあげれ ばカヤ ・クゾな どです」*。コエは 「10aに1,012.5kgぐ らい投入 した」*。

 これ は権ユ0台 ぐらいの量だ ったとい う。

② やが て田の雪が消 えると,盛 りに しておいた コエを崩 し,田 面全体 にひろげ,

③ そ して,タ ブチ(田 打 ち)と い って鍬 で田越 しす る。 田の表面 には前年刈取 った

 あ との稲株が残 され ているので,こ の とき古株 を掘 りお こして しま う。 田打 ち して
               つちくれ                かなぐわ

 耕 起 した田圃には直径20cmほ ど の 塊 がで きるとい う。鍬 は板鍬(鉄 鍬)で, 「男
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 と女 で ちがい,作 る所 によって重 さは一定 しなか ったが,3.75㎏ 以 下 でした」*。こ
                          カネ

 こで は 「カンデ アイ(鍬 台)は 畑 に使用 し,田 圃 は全部鉄の鍬で した」*。鍬 の柄 の

 長 さは約1,5m,匁 の長 さは約21㎝ だ とい う。田打 は 「1日1人 で10a(百 刈 り)」*

 とい った。

④ 田起 しした田へ金肥 をいれ,水 を張 り,

⑤ 塊 を コキ リとい う農具で さ らに細か く2つ ない し3つ に切 り,

⑥ ウマにひかせ るマンガで,土 が ドロ ドロに なるまで タカキ(田 掻 き)し(1日25

 aか ら30aの 割 で),

⑦ 田植 にかかる。 田植 は6月5～6日 か ら12～13日 頃 までで(遅 い ところでは25日

 頃 までかか るところ もある とい う),田 に金肥をいれ,「 塊が か くれ,ク ロ(畦 畔)

 か ら水が越 えない程度に水 をいれ 」*,オ ーアシで踏 み,「 水が あると苗 を植 えに く

 いので,植 えやす くす るた めに,ド ロ ドロに なった土が 固 らない くらい に水 を落

 し」,苗 を植 える。「苗 を植 える直 前(と い うのは余 り早 くやる と田の土が また もと

 の状態 に もどって しま うので),植 手 のなかで手 のあいた人 たちが,こ れか ら苗 を

 植 えてゆ く場所 をオーアシで シ ロフ ミしてゆ く」*。オー アシの ヨコ幅 は植 える人の

 歩 幅に一致 してい る。「苗 を植 える直前 に1人 の植 え幅分 だけオーアシでな らす」*。

 昔 は植 え手 は後ず さりで4株 ずつ植 えていった。 田の デ ロ(泥)は オ0ア シをかけ

 る と ドロ ドロに概搾 されて しま うとい う。 「オ0ア シを履いて田にはい ると,意 外

 に沈 まない,沈 んで もせいぜい10㎝ ぐらいだ った」*。オ0ア シの進 み方 には,田 の

 端 か ら己字型 に進 む型 と,田 の中心 にむか って同字型に進む型 との2つ の型 があ り,

 いずれ も,オ ーアシの 「前 のほ うに心持 ち重心 をか け,オ ーアシの後を引 きず るよ

 うにして前 方に進 んでゆ く」*。 「踏 み込 む と枠 のあいだか ら土が もりあが って くる

 のが わか る」*。 「昔は中学校 ぐらいか ら,オ ー アシを踏ん で こい,と いわれ た」*も

 の である。 オ0ア シ労働が どの よ うに激 しか ったかは,枠 の タテ木 に残 こ され た縄

 ず れの跡か らも想像 で きよ う。

⑧ や がで2回 ほど手 で除草 し,実 の りをまって,

⑨ 9月20日 頃 稲刈す る。 「ピザ小僧のあた りまで水 をいれてお くと,稲 の穂が ドロ

 が つかない」*が,そ の 田の水 を落 とし,鎌 で稲 を刈 り,直 径10。mぐ らいの コタバ
                                 せなかあて

  (小 束)を10把 ず つま とめ,刈 取 った田圃 にたてて2日 ぐらい乾 か し,背 中当で背

 負 ってハ セまで背負 ってゆ く。力持 ちの人 な ら10束,普 通の人で も1度 に8束 ずつ

 背 負 うとい う。ハ セは4段 で,1段 に稲束 を2重 にかける。 こ うして2週 間 ハセが
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 け し,10月20日 前 後 に家に運 び込 み,10束 を1束 にま とめて家 のニ ワ(土 間)に 積

 ん でお き,11月3日 頃 に初雪,12月10日 に は根雪にな るが,正 月 までに足踏脱穀機

 で脱穀 し,冬 越 しした。

 沢 内村では,田 植 の ときオーアシをつか うのは,あ くまで,「 前 の年 か ら古 い稲株

を田の下のほ うに沈 め,苗 を植 えやす くする」*点にあった。 ここでは,肥 料 は昔 は コ
   うまやこえ
エとい う厩 肥 とそれ に金肥で,「 オーアシは肥料 には関係 な く,田 植作業 を しやす く

す るための道具 」*だった とい う。 また,「 オーアシは土 性 と もと りわけ関係 な くつ か

った」*。東北の積雪地帯 の多 くの村 々の ように,こ こで も,広 い単作田を ウマをつか

って丁寧 にシ ロカキ し,川 ぞいの粘土 がかった粘 り気の ある塊 は田打のあ とコギ リで

さ らに細か く切 って砕土の助 けに した。

 土 地改良事業に よって耕地整理 と乾 田化 がすすみ,ほ ぼそれに平行 して 自動耕転機

が導 入 され,シ ロフ ミも機 械の力でで きるようにな り,オ ーアシは過去の もの とな っ

てい った。

  2.千 葉 県 九 十 九 里 の オ0ア シ

 千葉県 では,利 根川下流 の地帯,そ れ に九十九里沿岸一帯 の水 田で大型の シ ロフ ミ

田下駄 が,か つて,広 く行 われ ていた ことが,こ れ までの 詳 しい調査 か ら 知 られ て

いる[潮 田,1967コ 。

 表1は その調 べの ごく一部 であるが,こ の表か らも,こ の地方 にはオーアシ と呼 ば

れるタテ80な い し90㎝ の,ヨ コ木6本 型 ・9本 型の枠型 の シロフ ミ田下駄が あ り,6

本 型 は利根 川下流 で稲刈 の カンジキ田下駄 と併用 され,こ れに対 して,九 十九里 では

9本 型で枠の下 に タケの管 の子 な どを取 りつ けた一群の型の オー アシがつかわれてい

た ことが推測 され る。

 ま た,前 記の岩手県 沢内村の オー アシとの形 の うえでの相違点 としては,九 十 九里

では もっぱ ら幅20な い し25mmで 厚 さ30mmの 断 面矩形 の角材が枠 の材料につかわれ

ていた点が一応 注意 にの ぼる。

 九十九里 では,「 オ0ア シをつか う田 とつか わない田 とがは っ きりしていた」*,「 オ

ーアシは ヌマといって ,も と沼沢だ ったところを開拓 した ドロ深 い田」*だけでつかい,

ミタ(実 田)と 呼 ばれ る普通 の乾 田では昔か らつかわなか った」*といわれて いる。

 古 い陸測の地 図ではい っそ うはっ きりして いるが,幅 約10㎞ の九十九里浜平野 に
 なぎさ

は,汀 にほぼ平行に13列 ないし9列 の砂堆(か つての海岸外洲が土地の隆起によって
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表1 千葉県のシロフミ田下駄

＼ 一 _法 寸・用途
 とこ ろ ＼

タ テ

 (㎝)

ヨ コ

 (cm)
使 い 途 備     考

野 田 市 目 吹 (6) 89.0 31.0 シ ロ カ キ 草を踏みつけ土を柔か くする

佐 倉 市 井 野 (7) 84.6 36.0 シ ロ フ ミ 大正はじめ頃までつかpた

佐 倉 市 坂 戸 (6) 88.5 33.0 シ ロ フ ミ 稲刈にはカンジキをつかう

四 街 道 物 井 (6) 93.0 35.0 シロの整地 稲刈にはカンジキをつかう

成 田市 野毛平 (6) 85.0 28.4 シ ロ フ ミ 大正4～5年 頃までつかった

光 市 小 川 台 (4) 85.7 35.7 シ ロ フ ミ 昭和のはじめまで,タ ケ筆子

東 金 市 高 島 (9) 85.0 34.0 シ ロ フ ミ 今でもつかっている

東 金 市 福 俵 (9) 79.0 32.0 シ ロ フ ミ 昭和のはじめまでつかった

東金市松之郷 (6) 83.0 31.6 シ ロ フ ミ 大正までつかった,カ ンジキ併用

横 芝 町 鳥 喰 (7) 70.6 32.6 シ ロ フ ミ 昭和26～27年 頃 まで,タ ケ 蟹 半

大 網 町 自 里 (9) 79.0 32.0 シ ロ フ ミ 大正宋頃までつかった

長 生 町 水 口 (9) 80.0 31.4 シ ロ フ ミ

[潮 田,1967コ カ ッ コの数 字 は ヨ コ木 の数 字 を示 す

堤状 にの こった微地形)が み られ,砂 堆 と砂 堆 とのあいだには昔 の ラグーンが湿地化

した場所 が,と ころ どころに沼 をのこしなが ら広が ってい る [九 十九里 町,1975:

pp.20-24コ 。 この砂堆 と砂堆 とのあいだの湿地 が享保年間 に開 かれ,そ の後,延 享

の頃縄請け して寅新 田 とよばれ ていた ものが ヌマのお こ りであ るとい う[九 十九里町,

1975:p.168コ 。

 ヌマは泥深い湿田で,「 落 ちればはいあがれ塗いほど,も が}7ば もが くほど深 くは

ま りこんで しま う。なに しろ ドロ深 い田で,オ ーアシを履か なけれ ば胸の辺 まで潜 っ

て しま う」*,「 ヌマの表面か ら約1mが 水 の層,そ の下1な いし1・5mが ドロの層」*

で,そ の下は国本層 とい う砂層,土 性 は砂壊土 で一松統 や下総統 に属 し,10a当 り昔

は3俵 しか収量が なか ったけれ ど(乾 田化 された 現在 では8俵 の 良田 にかわ ってい

る),「 実田 に比べて農 業の方式がず っと粗放 で,年 中 ヌマには水が張 っているので雑

草が生 えず,田 の草取の手間が な く,そ れに無 肥で収穫 で きるし,ド ジ ・ウや コイも
      ウケ

よ くとれ た(笙 を100本 も仕掛 けておいて1度 に3.75k9か ら5. 62k9も と って きて仲 買

                              かくしだ
に売 った こともある),昔 は ヌマ の年貢は見 附田で縄のびが あ り,隠 田的 な魅 力 があ

った。 また,ヌ マは,大 利根用水が で きるまでは溜池の役 目 も果 していた」*に ちがい

ない。実 際,実 田(乾 田)で は 「10月稲 刈がす むと,11月20日 ま でのあいだ,カ ベ ツ

タとい って,4・5kgも あ る重 い4本 匁の マンノーで天地 返 しを し(田 の土 を掘 りお こ

し),稲 の古株 を土の なか に埋 め,年 を越 してか ら軽い マンノーで塊 を小 さく砕 き,
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低い ウネをつ く り,田 植前,も う1度 軽い マンノーで ウネを左右 に掘 りお こし(こ れ

をチ ラシとい っている),た い らにな らし,そ の上 をナラシボーでな らし,水 を張 り,

3・4日 して田の ドロが落着 くの を待 って田植 をした」*。こうして,実 田では ヌマの

                   たずく

場合と比較にならないくらいキメの細かい田作 りがなされていたわけである。
    の  ふなみち

 ヌマ には 「舟道 といって幅2.7m(実 際 には それ よ りず っと広 か った)の 水路が設

け られ,実 田のよ うに畦が あるわ けではないので,と ころ どころに杭 を打 ち,柳 を植

え,田 の境 の目 じる しにした」*。 「ヌマの面は年 中水 をかぶ ってい るので青 ぎってい

て,縁 にはマ コモやアシが繁茂 してい た」*。

 「昔 は6月10日 が 麦刈 はじめで,麦 刈がす まない うちは田へ はい らなか った。 この

時期 は春蚕 の繭か きの時期 と も重な るので,麦 刈,養 蚕,田 仕事 とつづ き,1年 で1

番 忙 しか った。養蚕 は,大 正時代,こ こで も盛んに行 われていた」*。

 昔 の ヌマの田仕事 は次 のよ うにすす め られて いった。

① 田 の面 に残 っている前年か らの稲の古株 を,田 植前,「 い っせいにオ0ア シで踏

 ん で田の ドロのなか に埋 め」て しまう。 「オ0ア シは誰 で もで きるものではな く,

 相 当に力 がいる作業 なので,1升 飯 を食 うくらいの人 でない と労働 に耐 え られず,

 力 の強 い人 で も1日3な いし5a程 度 だ った」*。

② 長 い タケの柄 のつい たナラシボー(コ ス リ)で 田の面 を2・3度 こす って麗絆 し,

③ そ こへ苗 を植 える。「ヌマ用 には沼苗 といって特別に セイの高い苗を育 ててお き,

 正 条植 で3・3㎡ 当 :1株 ず つ植 えた」*。 「苗 を植 える ときに もオー アシを履 き,苗

 は底 のたい らなフネ(田 舟)に 積 んで運 び,苗 打 ちをす る」*。植 えた苗 はその まま

 (湛 水のまま)育 ち,秋 の稲刈 まです ごす。 田植 は6月25日 か ら7月 初旬 にか けて

 す ます。

④ 「稲刈 は10月23日 の エビス講 の前 までにす ませ た。稲 は2ツ カ ミで1把(直 径10

 cm)に 束 ね,実 田の稲 とちが って首 の(穂 の)ほ うを束 ねてお き,田 にたてたY字

 型 の叉木 にか けて乾 し,舟 で あつめ,実 田 とヌマの さかいにあ る1.2mの 作 場道 に

 ひ ろげ,こ の地 方 でい う亥 ノ子組 に して乾 か し,8把 を1束 に束 ね,4束 ずつ1度
                                     こ

 に天 秤 で背負 って家の ニワ (前 庭)ま で運び,昔 は カナゴキ (千 歯 ・船場)で 扱

 く」*。この頃は10月 末の雨 の多い季節 で,「 刈取 った稲が なか なか乾かず,束 の乾

 か なか ったところが腐 るほ どであ る」*。 「稲刈す る人 もオ0ア シを履 き,稲 を運 ぶ

 舟 を押す人 もオーアシを履いた」*。

 こ うして,九 十九里沿岸 の ヌマ地帯で は,オ ーアシとい う名の シ ロフ ミ田下駄が田
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の整理に も,そ して,田 植 の ときに も,稲 刈 に も,・刈取 った稲 を運びだす ときに もつ

かわれていた ことが確 め られ る。結局,オ ーアシは ここでは底 な し湿 田の浮 きの役 目

を し,ヌ マの農業 では,オ0ア シ ・ナラシボ0・ 田舟 ・鎌 ・田の縁 をこし らえると き
         とりあわせ

につか う鍬 の農具 の 取 合 が用具 のすべてだ った とい って よい。

 ヌ マの オー アシ労働 は戦後 もつづ ぎ,よ うや く九十九里 町では,1961年,両 総 中部

土地改良事業 に よって,ヌ マに土が盛 られ,新 し く水路が設 けられ,桝 目状の乾 田が

開かれ[九 十 九里町,1975:PP.302-313コ,ほ ぼ時 を同 じくして 自動耕転機 が導 入

され,収 束す ることになった。

  3.埼 玉 県越 生町 の オ0ア シ
       おごせ        だいま

 埼玉県入間郡越生町の小杉 ・大満両地区では,「 昔,ど この田で もオ0ア シがつか

われていた」*といわれている。越生町は北武蔵の平野 と前方秩父の山々との両方にま

たがる人口11000ほ どの町であるが,2つ の地区は山間にあり,県 のまんなかを流れ
       おつぺがわ

る入間川 の支流越辺川が 山手 に3な い し4㎞ ほ ど入 った標高100m前 後 のところに位

置 してい る。

 埼 玉県立 さきたま資料館所蔵の オ0ア シの1つ についてみる と,型 としては中型の

枠型で,枠 の ヨコ木は3本 型式,タ テ木 は28mm角,枠 の ヨコは幅33mm角,足 板 と

中 の ヨコ木には厚 さユOmmの 板 がつか われ,そ れ ぞれ通 しホゾの型式 で接合 され てい

ることがわか る。大 きさは タテ53・5cm,ヨ コ25.9cm,重 さ1.8k9で,「 杉材 を用 い枠

 まさめ

は柾 目,足 板は板 目。緒は ワラ縄,手 縄 は株欄縄 で長 さ107㎝ 」,手 縄 は舟型 の足板 の

前側両側 に結 びつ け られてい るE埼 玉県立 さきたま資料館,1972:P・8コ 。同館 にはこ

のほか2つ の オ0ア シがあ るが,型 ・寸法 ともやや異 な り,「 オーアシは それ ぞれ 自

分 自分で こし らえてつか った」*ことが裏 書 きされてい る。

 小 杉 ・大満両地区 では,ム ラの まんなか を流れ る 「越辺 川の水 をひいて水田 をこし

らえた」*。越辺川の谷間 は幅せいぜい500mに しかす ぎず,東 と南 を370か ら560mの

山に さえぎられてい るが,「 これ らの水田は昔 か ら2毛 作 田で,ム ギを裏作 にし,10

a当 り�kg,4～5俵 の収量で(現 在は6～7俵),土 性 は壊土 で,田 の深 さは足 の

クロブシ程 度で,ご く浅か った」*とい う。 「表土は浅い ところで12㎝,深 い ところで

24㎝,土 は特 に名称 はあ りませんが,深 い田は ボ ックマ」*と呼んでいた。越生町 の平

野部では,昔 は湿田があ り,田 のなか に丸太 を埋 めて その上を伝 いなが ら田仕事 を し

た といわれてい るが,オ ーアシはそ うした湿田では見当 らず,山 間の2つ の地区 だけ
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でつか われていた とい う。

 稲 刈が終 ったあ との麦 の裏作 には,(a)4本 匁 の マンノー(匁 の長 さ27㎝,柄 の長 さ

約90㎝,重 さ3 kg弱)で 全面 を天地返 しす る方法 と,(b)稲 の 古株 をその ままの こして

株の あいだ を浅 くお こして ムギ まきす る ドロボ0ま きの方法 とがあ るとい う。 そ こで,

ここで は簡単 な方 法(b)に つ いて,ム ギ作 か ら稲作へ の過程 を追 ってみ よ う。

 ① 稲株 のあいだ を前記の マンノーで浅 くお こし,
   しもこえ         ね

 ② 下 肥 に灰 をまぜて練 りあわせ,そ れに ムギの種 を混ぜ た もの をつ くり,

 ③ 株 間 の土の上に置いて ある く。 これが ムギま きで,昔 は1斗 播 き8aだ った と

  い う。

 ④ そ の後,マ ン ノーで稲の古株 をお こし,古 株 を抜 きとり,

 ⑤ 春 さき,杉 の木 の根 っ子 などを胴切 りに し,そ れに鍬の よ うな形に柄 を取付 け

  た道具(モ ック レコワシ)で 砕土 し,

 ⑥ さらに振 りマンガをつか って細か く砕 き,

 ⑦ 肥 料 として ワタダル(魚 の 内臓)や マメイタを施 し,

 ⑧ 4月 に ムギの根元 に土 いれ し,

 ⑨ ムギ フ ミをし,

 ⑩6月 ムギ刈 りをする。この頃,田 の苗代には苗が育 っている。 「この時期は養

  蚕 とも重なるので忙しかった」*。

 ⑪ 刈取 ったムギは畑で脱穀してしまい,

 ⑫ ムギを刈 りおえた畑の面をひとまず削 り,
              あら

 ⑬ ウマにひかせたマンガで荒 クレをし,

 ⑭ 土がかくれるくらいの深 さに水をいれ,

 ⑮ トンボといって細長い板にT字 型に柄を取付けたものでか きまわし,
                                    ま

 ⑯ 苗が植 えられる状態にしておいて,そ こへ刈取 ったムギの桿をもってきて撒 き,

 ⑰ 浮きあがるムギカラをオーアシで踏みこんで田の泥のなかに沈め,
                     はんげしよう

 ⑱ 田植 をする。 「田植は6月 中旬か らで,半 夏生にかかると収穫iが半分になると

  いって遅 くなった人は忙しく田植をすませた」*。

 ⑲ 田の草は3番 までとり,

 ⑳ 稲刈をむかえた。

 手縄は前記のように,ち ょうど足板の前両側に結び,「 縄を両手でもち,オ0ア シ

の前側をすこし持ちあげるようにして前進みで踏んだ」*。進み方は己の字型のようで
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あった。

 「オーアシは戦後 までつか っていた」*。オ0ア シがつかわれな くな ったの は,こ こ

では,裏 作の移 りゆ きと関係 してい るといわれて いる。 「裏作 は オオムギ,コ ムギ,

ハ ダ カムギでしたが,コ ムギの桿は屋根 を葺 くのにつか い,オ オムギ,ハ ダカムギの

桿 を田にいれ たのですが,戦 争中農 家の屋根 がだいぶんいたんで お り,そ の ためコム

ギを作 る家が 多 くなった ことです。食糧事情 もスィ トン等を作 り,麦 飯が少 な くなっ

たことです」*。こうして,屋 根 の葺草 としての ムギ桿や,ス ィ トンな どを作 る都合 で

昔の よ うに オオムギやハダ カムギを作 らな くな り,田 にいれ るムギ カラがな くな り,

したが ってオ0ア シ も使 わな くな った とい う。

 そ れはそれ として,前 方秩 父の山間の2つ の地区 で,昔 か ら,ク ロブシまでの比較

的浅い田で,肥 料 としてのオオ ムギの桿 を田の泥 に沈 めるため,枠 型 で申型の オ0ア

シが戦後 までつかわれていたこ とが確 め られ る。 これ をし も,後 出の緑肥踏込 み型 の

オーアシ農 業の越生 的形態 とみてよいか ど うか には問題がの こるが,肥 料 としての ム

ギカラは,こ こでは同 じ田圃の裏作 の ムギカ ラで,裏 作の作物 を巧みに利用 していた

こ と,そ うして 山間のせ まい耕地 の地 力を維持 し ようとしていた らしいことが伺 えよ

う。

 これは単なる印象にしかすぎないが,そ こには,関 東山系のムギ作 りと北武蔵の乾
                   であい

湿田 ・湿田地帯の稲作 と緑肥踏込み農業 との出会をみることができようか。

  4.八 王子 市柿 ノ木 平 の オ0ア シ

 関東山系では,越 生町の小杉 ・大満以外,こ れまでの調べによって,都 下八王子市

南浅川地 区の柿 ノ木平 そのほかで,か つて,中 型の枠 型の シロフ ミ田下駄が広 く使 わ

れていた ことが 明 らか に されてい る。

 八王子市郷土 資料館所 蔵の同地区 のオーアシによれ ばrタ テは62㎝,ヨ コ29・4cmで,

枠 はタテ木 ・ヨコ木 とも幅25mm,厚 さ32mmの 角 材でつ くられ,そ の枠 のなかに幅

16mmの タケの ヨコ木3本 が枠の タテ木 に含 み ホゾで取付 け られていて,そ れに幅

12.2㎝,厚 さ16mmの 足 板,そ して,緒 は左縄 で,横 緒 ・鼻緒 とも1本 の ワラ縄でつ

くられている こと,手 縄 は太 さ20mmで 長 さ87㎝ で あ ることな ども調べ られて い る。

 お もしろい ことには,柿 ノ木平で もまた,オ0ア シの田は 「ごく浅 い乾 田で,土 性

は砂壊土,田 の底 は鍬 がはい らないほどか た く,ウ シや ウマをつか うので田1枚 の広

さは1.5aか2a」 で,10a当 りの収量は5～6俵 で,「 ほとん どが ムギを裏作 に した
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2毛 作 田だ った」*とい う。

 柿 ノ木平 では,6月 はじめ裏作 の ムギの刈取 がおわ ると,す ぐそこへ夏作のお米 を

つ くった(こ こでは裏 作の過程 は前項 で もみてい るので省略 しよ う)
。

① い ままで ムギをつ けていた畑全体 を,柄 の長 さ1. 5m,匁 の長 さ15cm ,重 さ1. gkg

 程 度 の4本 匁 の マンノ0で お こす(1日1人 前5aと い う)。 こうして直径20cmぐ

 らいの塊 がで きる。

② 塊 がか くれ るくらいに水 をいれ,

③ ウマにマンガをひかせ,ア ラガキをし,ま ず田の上の クロか ら出発 して タテに6

 ク ワ(後 出),そ れ に交 るよ うに ヨコに(田 の左側か らはじめて),次 に田の下 のほ

 うの クロか ら出発 してタテに,そ して田の右 側か ら出発 して ヨコにマンガをか け,

 田 の四周 のク ロの どこか らで も欠 けな く出発 させ るようにして,て いねいに,ま ん

 べ ん な くマンガをか ける。 ウマのいない家では,ウ マのいる家か ら賃仕事 で きて も

 らった。は じめの6ク ワは,最 初 の2ク ワで型 の両匁 をつか って田の面 をたい らに

 し・塊 を くず し,次 の2ク ワで,田 の底 まで深 く片匁でお こし,最 後に両0を つか

 ってたい らにな らす とい う。マ ンガは1日1役15aと い う。

④ アラガキがおわ ると厩肥 を10a当 り4カ ツギ(?)施 し,

⑤ そ の ままで1日 お き,そ のあいだに田のク ロの手入れ をし(ク ロツケ),

⑥ 水 を張 ってあ る田をマ ンノ0で(4本 匁 のマンガで)ザ ブザ ブお こし,

⑦ アラジロと同 じよ うに6ク ワ,ホ ン ジロをウマをつか ってか く。 こ うして,田 の

 土 は ドロ ドロにな る。

⑧ そ こへ,山 林 や堤 か ら刈 って きたカツチキ(後 出)を,例 えば田の上 の クロに平

 行 に敷 きつめ,

⑨ カ ツチキ と直交す るよ うに(今 度 は田の左右の クロに平行 に)オ0ア シで踏 み,

 カ ツチキを田の泥 に埋 めてゆ く。 「丁寧 にす る人は田をのめ っこくす るためにオ0

 ア シで3回 も踏 んだ」*とい う。踏込 むとカツチキの上に土 があが って くる。

⑩ 田植 を し,

⑪ 田の草 は2回 手 でか き,

⑫ 水 をおとして土用干 しをし,水 をやや深 く張 り,ヒ エ抜 きな どし,昔 は 「ヒ トシ

 モ(一 霜)か ける」 とい って,霜 がお りてか ら稲 刈を した。刈取 った稲 は田 に広 げ

 て3日 ぐらい乾 し,直 径30㎝ ぐ らいの束にま とめ,背 負梯子 につけて家 まで運び,

 家 の ニ ワ(前 庭)で 稲 こきを した。
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 ム ギ を裏作 しない人 は,「 その田 を翌年 マ ンノーでお こし,ム 辱ギを作 る人は長 さ2

mぐ らいの鎌で田 を切 り,そ のあ とをマンガでお こし,振 りマンガで砕土 し,堆 肥 を

いれ,土 を稲株 にか ぶせ るよ うに してサ クをこしらえた」*。

 カ ツチキは緑肥 のこ とで,「 ゴンゾウシバや,田 畑 の畔の雑草 や,サ ンセイシバと

い って山か ら刈取 ったナ ラやハギの若 い枝,そ れ に木の若芽 などをいれた。 シバは長

さ1mほ どに伐 り,シ ョィコ(背 負梯子)に1度 に3把(こ れ を ヒ トシ ョィとい う)

つ つつけ,1a当 り4シ ョイいれ た。 シバを刈 るのは共有 山で,夏 至までは山の口が

開かなか った。夏 至の当 日は,夜 の明け るのを待 って村の人 たちはい っせいに山へ ゆ
                  とりあ
き,前 もって見 つけておいた よい場所 を取合 いで刈 って きた。1シ ョイは56・2㎏,1

a当 り225k9施 した。堆肥は1aに2シ ョイ(た だしカツギカゴ2カ ゴ,1カ ゴは2

                                   おしぎり

ザル)150kgい れ た」*。 「昭和の はじめ頃には コギ リコ ミとい って,カ ツチキを押切

で10㎝ ぐらいの長 さに細か く刻み,そ れを田にいれる方法 も行 われ た」*。

 柿 ノ木平で も 「オーアシは使い方 がなかなか難 しく,足 はお くるだけの気持 で,足

で進 もうとす ると,泥 がか えって粘 って,な かなか,前 へ進 めなか った。 そして,た

ちまち足の指の あいだ に鼻緒ずれの豆がで きて しま った」*。手縄 だけを頼 りに,や っ

とオーアシを持 ちあげ るよ うに して踏んだ とい う。進 み方 は己 の字型 で,丁 寧 な人は

1度 己の字型に踏んだ上 を さらに回型に踏んだ ものだ といわれてい る。

 この よ うにして,浅 川上流 の柿 ノ木平で も,枠 型で中型の シロフ ミ田下駄が緑肥 の

踏込み農法 や ムギを裏作 とす る2毛 作に結びついて使 われていた ことが確認で きる。

 ここでは,明 治末期 には ウマを使 わない家がふ えは じめ,ウ マがすたれた戦前 には,

1時 期 ウシをつか って荒 ジロをした こともあったとい う。そ して,1950年 代 にはウマ

はま った くみ られ な くな り,1955年 頃 には自動耕転機がつかわれは じめ,ウ マやウシ

                         ね
で シロをか くよ り耕転機 で シロカキす るほ うが土が よ く錬れ るよ うにな り,そ れ とほ

ぼ同時期 に化学肥料 の大量使用の時代が きて,カ ツチキその ものを使 わな くな り,オ

0ア シは 自然姿 を けしてい ったのだ とい う。

  5.岐 阜県 国府 町 の オ0ア シ

 岐阜県北部の宮川の上流,国 府町の辺 りでは,乾 湿田をサラタといい,湿 田をヌマ

ダと呼んでいた。乾湿田はクルブシの上 くらいの深 さがあり,田 の6割 以上を占め,

湿田はコシまでつかる深い田で,10a当 りの収量は乾田で8俵,湿 田で5な いし6俵

といわれた。
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 この辺 りでは11月 下旬初 雪,12月 中旬 には根雪が積 るが,国 府町で は宮川の南側や

宮川支流 の荒城川の南に約500mの 幅 で帯状 に水 田地帯が ひ らけ,ま た,山 あい には

い った瓜巣川 の両側 に も山田が作 られていた。 これ らの田は標高500m前 後 のと ころ

にあ り,ま わ りを700m台 の小高 い山に囲 まれ ていた。土性 は壊土 または砂壊土 で,

「オ0ア シは田圃の土性 に関係 な く,乾 田 ・湿 田を とわず,ど この田で もつか われ

た」*。 「オ0ア シは,乾 田では,タ タカ レ(後 出)を 田のなか に沈 め,同 時 に田の表

面 をたい らに し,田 植 をしやす くす るために踏み,湿 田では 田の深 さが腰 まで あ って

ウシやウマが はいれないか ら,オ ーア シで踏 んでたい らにした」*。オーアシは,こ こ

で は,男 の人 も女 の人 も履 いたし,「 どこの家で も2つ は用意 してあ った。寸法 や形

は どれ もほ とん ど同 じで,つ い最近 まで農耕具 をつ くる店 で売 っていた ものだ。材料

はマツや ヒメコだ った」*とい う。

 高 山盆地 ・宮川上流の シロフ ミ田下駄 については,旧 民博標本 では,国 府町名張 の

もの と高 山町で集 め られた もの との2例 に接す ることが で きる。名張 の ものはタテ74

㎝,ヨ コ29cm,重 さ1・8㎏,高 山で集 めた ものは新品 で,タ テ71㎝,ヨ コ29㎝,重 さ

2・5kgで,使 いふ るした ものか ど うか を別 にすれ ば,寸 法 ・作 りと もほとん どか わ ら

ない。形 態的には枠型で,ヨ コ木 は3本 型 式で,枠 の骨組 は30mm角 の木 でつ くられ,

それ に厚 さ15mmの 舟型 の足板 が通 しホゾで接合 され,ま た,中 の ヨコ木 は足板 の下

に取付 け られてい る。そ して,こ れまでみて きたシ ロフ ミ田下駄 はおおむね梯子 の よ

うに ヨコ木が タテ木に ホゾ接 ぎされ ていたのだが,こ のシ ロフ ミ田下駄 では,1番 は

じめの ヨコ木に タテ木が ホゾ接 ぎされていて,ち ょうどお宮 の鳥居 に近 い型 に組 まれ

て いる点が,き わだ った特徴 といえよ う。 この型 では,ま た,タ テ木 や足板の後 が長

く尾 をひいていて,全 長 の3割 に もおよんでいる ことなど珍 し くない[文 部省史料館,

1970:p.6]。 乾 湿 田では,

 ① 雪が とけて4月 か ら5月 にな ると,3本 匁 の クマデ と呼 ばれ る鍬 で田の土 を起

  し,直 径20cmほ どの塊 をつ くる。

 ②3な いし4日 そのままにして,ク マデ(鍬)で 塊 を小 さく砕土 し(こ れ をダ ン

  ゴ コワシとい ってい る),

 ③ も う1度 クマデ(鍬)で お こし,

 ④ 水 を張 り,

 ⑤ 5月 下 旬頃 タタカ レと堆肥をいれ,

 ⑥ 先 に鍬 のついている木の鍬(?)で 田 の泥 をか きまぜて,表 面 をたい らに し,
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 ⑦ オ ーアシで踏み,

 ⑧ 田植 をした。

 ⑨ 稲 刈 は9月 末か ら10月 にか けてで,晴 天1週 間ハサボセしたのち,千 歯 ・稲 コ

  キな どで脱穀 した。 「お百姓 がすむ と,冬 は炭焼や 日雇 に出た」*。

 湿 田のほ うでは作業 手順 は乾 湿田 よ りもは るかに簡単 だ った。

 ① 古 い稲株を コシまで田圃につか りなが ら,ク マデ(鍬)で 打 ちおこし,

 ② 堆肥 などいれて も田のなかで分 解 しないので,大 豆 や油粕 な どの肥料 を施 し,

 ③ 田植 直前に 「オ0ア シに乗 って」田をお さえ,

 ④ 苗 を植 える。田植 の と きには下 駄型の タゲ タを履 くこともあ った。

 オ ーアシは前進みで,田 の まんなかにむか って回字型 に踏 みすす んでいった。 「手

で縄 を持 ちあげなが ら,オ0ア シの尾 を沈 めない よ う注意 して,2回 くりか えし踏 む

と,き れい になる」*とい う。

 肥 料の タタカ レは5月 下旬 山で刈 って くる緑肥の ことで,ナ ラ,ツ ツジ,カ ヤの若
                             おしぎり
芽や造林の下草 を長 さ1mほ どに伐 り,ウ マにつ けて運 び,そ れを押切 で10㎝ ぐらい

の長 さに切 り,田 の面に まんべん な く敷 く,そ して,分 解を早 め るために石炭 を撒 く

            もとこえ

とい う。 タタカ レは1種 の基肥 で 「毎年毎年 いれてい るうちに土 が肥 えて くる。 タタ

カ レをいれ ていた ときには,土 は現在 よ りもっと柔かか った」*と もいわれてい る。

 この地域 では,大 正時代 にウマにひかせ る ヒツカとい う梨が導入 されたが(そ れ以

前 に もところによって人が ひ く ヒツカ とい う全長5mぐ らいの スキ が つか われ てい

た),ウ マをつか うヒツカの場 合には,

 ①4月 末か ら5月 にか けて ヒツカで 田を起 こし,

 ② クマデ(鍬)で ダンゴ コワシ(砕 土)し,

 ③ 田 の底 のほ うの土が固 くな るので コギ リをし,

 ④ 水 を張 り,

 ⑤ マ ンガで荒 カキをし,

 ⑥ 肥料 をや り,

 ⑦ ヒツ カで シロスキ(シ ロカキ?)を し,

 ⑧ そ れか らマ ンガでシ ロカキを行 い,

 ⑨ 田植 をした。

 ウ マにひかせ る ヒツカを使 う場 合には,「 とくにオ0ア シはい らないが,ゴ ミが浮

いて くるような ときにはオ0ア シで踏 んで稲 の古株 な どのゴ ミを田の なかに埋め込 ん
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だ」*。 「ウマをつか う時代 で も,橋 や道路の関係で ウマの行 けない田圃がかな りあっ

たので,そ こでは昔 どお り,オ0ア シをつか って田仕事 をしな ければな らなか った」*

とい う。

 高 山盆地,宮 川上流 の地帯 では,こ のよ うに,鳥 居型の オ0ア シが乾湿 田に も湿 田

に も昔 か らつかわれ,同 じオ0ア シを乾湿 田で は緑肥 を田にいれ るためにつか い,湿

田では田の面 をお さえ,田 植 をしやす くす るためにつか っていた ことが確 め られ る。

これ はシ ロフ ミ田下駄の用法 を考 える上で と りわけ示 唆的であ る。

 国 府町 で も,1954年,土 地改良事業に よっておおかたの湿 田が乾 田化 され,1955年,

自動耕転機が つかわれだす と,オ ーアシはほ とん ど使 われ な くな ってしまったとい っ

ている。

  6.長 野 県 穂 高 町 の ハ コゲ タ

 長 野県 の松本平 ・安曇地方 では,ハ コゲタまたはオ0ア シといって,箱 型の シロフ

ミ田下駄 がつかわれてい る。1例 によれ ば,こ のゲタは タテ38.5㎝,ヨ コ23㎝,重 さ

1・75kgで 形 は小 さく,タ テ木 ・ヨコ木 とも厚 さ10mm,幅1ユcmの 薄 い板 をちょ うど囲

の字型 に組 合せて こしらえ られ てお り,そ れ に同じ厚 さで幅11㎝ の足板が釘で取付 け

られてい るとい う[文 部省史料館,1970:p.6コ 。

 や や離 れた上伊那北部の箕輪で は,オ ーアシをシ ロフ ミ下駄 と もいい,ど この農 家

で も必ず2足 以上 は用意 して あった。 オ0ア シがつか えて,は じめて0人 前 の百姓 と

        しろふみ

いわれ,オ ーアシで代踏す ることを 「オー アシにの る」 といい,代 踏 の ときウマで踏

むのをア ラシ ロ,人 が踏むの をコフ ミ,オ ーアシで踏 むのをホ ンジ ロといい,シ ロフ

ミす ると田の土がねば って よい といわれていた,「 オー アシは泥 田へ踏 み こまぬため

とい うよ り,緑 肥 をいれて代踏 をした後 に田の土 を平 に した り,ネ バ ラせ るのが 目的

で使 われて いる」,浅 い田でつか われ たオ0ア シは板が薄 くセィが高 く,沼 田(湿 田)

につか うオ0ア シは板が厚 くセ イが低か ったな どの点 がす でに報告 されて いる[AM,

1937:pp。302-304コo

                         きっねじま

 長 野県南安曇郡穂 高町 では穂高川 と高 瀬川 には さまれた 狐 島 地区 で昔 ハコゲタが

っか われてい たが,ハ コゲ タをつか う田は 「3aか ら5aの 小 さい田で,ご く浅 く,

足 の ク ロブシまでの深 さしかなか った。収量 は10a当 り6～7俵 で(現 在 では10俵 か

ら12俵 に もな ってい る),当 時 としてはそれほ ど他 とかわ らなか った」*といってい る。

 狐 島地 区では,「 マン ノーで田をおこしたあと,カ リシキを敷 き,そ れをハ コゲ タ
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で田のなかに踏込 んだ。 コンペ ト(後 出)を 使 う前 には,裸 ウマにカ リシキを踏 み込

ませ た こともあった らしい」*とい う。また,昔,「 カ リシキに川岸 に茂 っているハン

ノキやヤナギの枝 を銘でお ろして きて,田 まで背負 って きていれた」*といい
,山 手 の

同 じ町 の有明地区で は 「自分 の持 山か らクヌギや ナラな どの広葉樹 の枝 をおろして き

ていれ た り,レ ンゲをいっしょにす きこんだ,山 か ら緑 肥 を運ぶのは子供 たちの仕事

で,夜 中に起 き,セ ィの低い木 曽ウマを曳 いて何度 も山へい って運 んで きた」*とい うσ

緑肥 にした枝が完全に くさ らず,翌 年 田起 しをす るとき抜 きとった りした とい う話 も

きかれ る。

 オ ーアシは,田 へ刈敷 をいれ る人がす くな くな ったの と,ド レツ(重 い木に板 を取

付 けて ウマにひかせ る農具)の 改良で,1934年 頃 にはほ とん どつかわれな くな った と

いわれ るが[AM,1937:p.203],狐 島 で も 「ハ コゲ タをつかわな くな ったのは,

手 間が とれ るこ と,カ リシキをいれな くな ったか らで,カ リシキのかわ りに レンゲを '

いれ るようにな り,金 肥 を多 く利用す るよ うにな ったか らだ」*といわれてい る。

 ハ コゲ タの用法 については詳 しい資料を集 め ることはで きなか ったが,念 のため,

有 明地区(山 ぞいの非 田下駄地帯)の かつての緑 肥農業について,そ の様子 を書 とめ

てお きたい。 それ によ ってこの地域の有畜農業の発達ぶ りを うかが うことがで きよう。

 ① 冬,田 には30㎝ 程 度雪が積 ることが ある。4月 の雪 どけとと もに,3本 匁 の マ

  ン ノー(鍬)で 田お こしをす る。

 ② そして水 をかけ,塊 を こわ し,

 ③ 骨粉,豆 粕,石 炭,堆 肥 な どをいれ,

 ④ ウマに コンペ トを曳か せ,ア ラクし,ア ラフ ミをす る。 同 じ田を2～3回 まわ

  るの で1日20～30aで あ る。 コンペ トは幅1m,差 渡 し20cmほ どの円筒状の木に

  鉄 の匁 を植 えこんだ もので,回 転 させ て田の面 の泥 を コネ る。

 ⑤ その あとエブ リでたい らにな らし,

 ⑥1な い し2日 その ままに しておいて,田 の面0面 に カ リシキをひろげ,

 ⑦ コ ンペ トで ナカフ ミをす る。 ナ カフ ミの過程 で カ リシキが田の泥 のなか にす き

  こ まれ る。

 ⑧ ナ カフ ミ後,1な い し2日 して シログルマか コンペ トで シロをつ くる。 ナカ フ

  ミの後,モ ッタテとい って,マ ンノ0で 水 を張 ってあ る田の面 を もう1度 お こす

  人 もいる。

 ⑨ 苗 を植 え,
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⑩ 有明様のお祭がおわる10月中頃か ら11月中頃までのあいだに稲刈をおえ,3日
    じぼし

 ぐ らい地干 し,2.4mの ま るいニオを積 み,そ れか ら束ねて家 まで運び,家 の ピ

 サ シや庭先へ積 んで脱穀 した。

皿.む す び

 以 上,こ の小論 では,シ ロフ ミ田下駄 の4つ の型 をあげ,と くに私が ひ きつ け られ

た6つ の例 を もとに して,シ ロフ ミ田下駄 の形 と使 い途 ・使 い方 との対応関係 をつ き

つめてみた。 その結果 は表2の ように まとめ られ るが,な お,思 いつ いた二,三 の点

をのべてみ よ うと思 う。

 1. シ ロカキ田下駄の使い途 としては,す でに指摘 されていた ことだが,田 に苗 を
                             おもて

植 えやす くするために前年の古い稲株を田の泥のなかに沈め,田 の 面 をたいらにす

るといった使い途が,ま ずあげ られる。これを仮 りにここでは使い途(A)と しよう。

つぎに,木 の若芽や山林の下草や堤の草などを1種 の緑肥として田にいれ る際,こ れ 、
  かりしき

らの刈敷 を田の泥の なかに沈 めるとい った使 い途 があげ られ る。 これ を使 い途(B)

とす る。 しか し,そ の ほか に,千 葉県九十九里町 のオ0ア シの よ うに泥深 い湿田での

働 きやす さを助 けるとい う使 い途 もあげ られ る。 これ を使 い途(C)と し よう。

 2. そ こで,シ ロフ ミ田下駄 の型 と使 い途の型 との対応 を求 めれば,そ こには特定

の関係が設定 で きそ うに思 われ る。 まず,枠 型の大型 と呼ばれてい る ものには2つ の

関係が区別 され る。1つ は岩手県沢 内村 のオーアシの よ うに使 い途(A)と 結 びつい

た もの,も う1つ は千葉県九十 九里町 のオ0ア シのよ うに使 い途(A)の ほ かに(C)

と も結 びつ くものである。 この2つ の型が,そ れ ぞれ,ど れほ どの広 が りを もってい

るかは今後 の興 味あ る課題 であ ろう。

 3.枠 型 の中型 の シロフ ミ田下駄 に属す る埼玉県越生町 のオ0ア シ,都 下八王子 市

柿 ノ木平 のオー アシ,そ して,岐 阜県 国府町 のオーアシは,い ずれ も使 い途(A)と

と もに(B)と も結 びついてい る。中型 の シロフ ミ田下駄 には,も ちろん,こ の ほか

に もまだ多 くのバ リエ0シ ョンが考 えられ よ う。また,使 い途(A)と だ け結 びつ く

中型の枠型 シロフ ミもあ りえよ う。箱型の シ ロフ ミ田下駄 は松本平 ・安曇野 を中心に

広が ってい るが,一 応使い途(A)+(B)の 形 が想定 で きる。枠型の小型 も,も しこ

の範疇が成 りたつ とすれ ば似 た結 びつ きが予想で きよう。

 4. シ ロ フ ミ田下駄の型 とシ ロフ ミ労働を含む田仕事全体 の型 との対応 は,各 項 ご

とにと りわ け注意 して きたが,岩 手の沢内村の オーア シに代表 され る積雪地帯 の大型
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   内 訳

事 例
農業の型

   「

田     仕     事
土 そ  の  他

田 打 ち

                       F

砕 土 睡 劇 代かき 陣料の内訳

 岩手和賀 ・沢 内
のオーアシ

ユ,

  (枠大型)

雪積単作

沢内川両岸
地域の農業

馬

クワでおこ
す

コギリでク
ワを入れて

田打ち前に
施肥を

テマンガで
シロカキ

田植前に大
足で

マ ヤ ゴエ
マタシタ田(湿

田)
ヒ ドロダ

壌土
10a当 り5俵
粘土がかる

大足で浮んで くるイネの
古株を沈め,土 を蝿搾す
る

 千葉山武 ・九
 十九里のオー
2.ア シ

  (枠大型)

九十九里平
野の沼田の無
肥農業

湛水田

(ナ シ) (ナ シ) (ナ シ) 前年の古株
ドロに大足
で埋め,ナ
ラシボーで
こする

(ナ シ) ヌマという底

なし田

砂壌土

10a当 り3俵

大足は整地,田 植,稲 刈,

運搬に
草取 りはしない昭和
36年 土地改良でなく

なった

 埼玉入間 ・越 生
のオーアシ

3.

  (枠中型)

越辺川ぞい
の山田の二

毛作(ム ギ
・コメ)

馬

四本 刃 の マ
ン ノー で,
ムギ株 の 間

を ク ワで

水をいれて

畑作で手の
こんだ砕土

荒 クレ後ム
ギカラを

馬マンガで
荒 クレ ト
ンボでかき
まわす
大足で

ム ギ カ ラ クロブシ田
浅い田(乾 田)

壌土

10a当 り5俵

小麦は屋根葺材,大 麦 一
裸麦を緑肥に

戦後なくなったコムギを
作る家が多 くなった

 東京八王子 ・
 柿 ノ木平のオ
4,一 アシ

  (枠申型)

浅川山間の
谷田の二毛
作(ム ギ ・
コメ)

馬

四本刃のマ
ンガで

水をいれて

畑作でテイ
ネイに砕土

荒がき後マ
ヤゴエを

ホンジロ後
カツチキ

馬 マ ン ガで
ア ラ ガキ,

ホ ン ジ ロ,

そ の あ と オ
ー アシ

田畑の畔の
草,ナ ラや
ハギの若枝,

木の芽を
緑肥

浅い田(乾 田)

砂壌土

10a当 り6俵

戦後な くなる30年 代耕転

機がはいって

 岐阜吉城 ・国 府
のオーアシ

5.

  (枠中型後ヒキ型)

宮川ぞいの
盆地の稲作
雪積
単作農業
馬

クマデとい
う3本 刃の

鍬で

水をいれて
クマデで

タタカレと
いう緑肥を
荒ジロのま
えに

木 の 鍬,の
ちに ヒ ツ カ

で,そ の の

ち オー アシ
で

ナ ラ ・ツツ

ジ ・カヤ な

どの 若芽,

林 の 下草

乾湿田 ・湿田
(コシまで田)

壌 土,砂 壌土

iヱOa当 り5～8儀

乾湿田ではタタカレの踏
込み

湿田では田をおさえるの
に

 長野南安曇 ・ 
穂高のハコゲ
 タ6.

   (箱型)

高瀬川ぞい
の田

単作農業

馬

3本 刃のマ
ンガで

水をいれて 荒代前にカ
リシキを

馬にふませ
る荒代,ハ
コゲタをそ
の後に

ハンノ木や

ヤナギの若

枝

クロブシ田
浅い田(乾 湿
田)

壌土

10a当 り6俵

有 明で は養 蚕 な どで は や く

か ら金 肥 ・馬 耕 に 切 りか え
たP。 コ ンペ トとシ ログ ル
マ利 用 ア ラ フ ミ ・ナ カ フ ミ
・シ ロの 間 に緑 肥 カ リシ キ

か ら金肥 ・馬耕 に昭 和 ハ ジ
メに は ナ クナ ル
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のシロフミ田下駄には湿田での単作稲作が結びつ く。その場合,肥 料は厩肥 と金肥で,
  うしろ

その後にはウマ ・株場 ・厩肥 ・有畜農業をつらねた伝統的な暮 しの立てかたをとりだ

すことが容易である。同じように,こ こではあげることはできなかったが積雪地域の

乾湿田で,し か も浅い田での農業には岐阜県国府町のオーアシ以外に も中型のシロフ

ミ田下駄がつかわれたのではなかろうか。大型の九十九里型のシロフミ田下駄には,

ヌマとい う底深い湿田の無肥農業が結びついていた。

 5. シロフミ田下駄の中型には前記のように刈敷踏込み農業が結びつ く。なかでも

埼玉県越生町や八王子市柿ノ木平では,ム ギを裏作とする2毛 作が昔か ら山間の田圃

で行われていたことが興味をひ く。この型の農業 とそれに伴う田下駄の型の広が りも

今後の問題となろう。

 6. シロフミ田下駄に結びつ く用具 としては,以 上の6例 によれば,熊 手鍬型の4

本匁ないし3本 匁の鍬,エ ブリ,梨,マ ンガ,そ れに畦塗 りの鍬,苗 運びの田舟,

鎌,背 負梯子や背中当てなどの運搬品をあげることができる。 こうした用具の結びつ

きは,当 然といえば当然であるが,ひ とまず注意 しておいてよい。

 7. シロフ ミ田下駄は,戦 後の土地改良によって湿田や湿乾田が乾田化 され,や が

て自動耕転機が普及するとともに生産の場から遠 ざかったことが,以 上の調べからも

明 らかである。シロフ ミ田下駄それ自体いまでは珍 らしい用具,文 化遺産になってし

まったが,シ ロフ ミ田下駄の形 と使い途 ・使い方 との係 りあいを調べ,シ ロフミ労働

を含む過去の農業の姿にまで分析を深めてみることは,現 在の地域農業ないしは地域

文化の移 りゆ きを理解するだけではな く,地 域文化の土台を掘 りおこし,再 検討の目

をむけることにつなが っているのではなかろうか。

 余 論 出 土 遺 物 と の 対 応

 我 国で シロフ ミ田下駄が いつ頃か らつか われ は じめたか につ いては,い ちお う,稲

作 が本格 的には じま った弥生時代 を考 え ることが で きる。事実,静 岡県 山木遣吐 では

シロフ ミ田下駄 の足板 と思 われ るものが おびただ しく見 出 され てい るし[後 藤,1962:

pp.67-74],時 代 は下 るが,山 形市 の嶋造吐 な どか らはaほ ぼ完全 に復原 で きる大

型 の シロフ ミ田下駄 が出土 してい る[山 形 市,1960:p.110],[浜 松 市遺跡調査会,

1971:p.32コ 。 もし,こ れ らの遺物が現在の シ ロフ ミ田下駄に まで,仮 りに,つ なが

るとすれ ば,そ れ らの使 い途 は何 だ ったの だろ うか。 もちろん,私 は これ まで遺物 を

取上げた こと もない し,遣 跡 や遣物 は発掘 の経験 を もった人 たちが一番 よく知 ってい
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るのだか ら,以 下は印象にしかすぎないが,こ の点を考えてみよう。まず山木の足板

であるが,仮 りに千葉県で使われていた田下駄の値 と比べあわせることができるとす

ると,私 の怪しげな統計的勘定によれば (表3),山 木の足板の値の広がりは現在ま

表3 伊豆山木との対比

          値
測定 ケ所 標本数 標本平均 平 均 標本偏光標準偏差 出   所

【

千葉県 の稲刈田下駄の タテ 90 39.1 土0。9 4.3 4.3 [潮 田:ユ967]

千葉県のシロフミ田下駄のタテ 18 81.7 ±3,9 7.7 8.1 [ 同 上 コ

伊豆 山木遣跡出土足板のタテ 24 51.7 士2。1 4.8 5.0 [後 藤:1962]

千葉 県 の稲 刈 田下駄 の ヨコ 90 24.6 ± α6 a8 2.8 [潮 田:1967]

千葉県のシロフミ田下駄のヨコ 18 32.7 土1.5 2.9 3.0 [ 同 上 ]

で の ところ稲刈田下駄 の値 にむ しろ寄 っていて,シ ロフ ミ田下駄の可能性 とシロフ ミ

・稲 刈両方 の可能 性,稲 刈 田下駄 の可能性 の3つ の どっちと も決 めかね るよ うな感 じ

を うけ る。ただ し私 は人情 として第2の 可能性が お もしろい と思 ってい る。嶋遺趾 第

8地 点出土 の遺物 は タテ80㎝,ヨ コ45・6㎝ で,コ コ木 は12本,タ テ木は厚 さ20mm,

幅40mm,ヨ コ木は福40mmで 通 しホゾの型式で接合 され'てい る。足板は ご く小 さ く

タテ33cm,ヨ コ12㎝ で,ヨ コ木 に乗 っか るよ うな形 で取 り付 け られてい る。 また,静

岡県浜松市伊場遺趾 の遺 物は タテ78.5cm,ヨ コ44・5㎝,ヨ コ木 は9本 型式で,厚 さ33

mm,幅30な い し35mmの 角 材 でつ くられ てい るとい う[前 掲コ。 これ ら2つ の田下

駄は寸法 と形 か らみて,ほ ぼ シロフ ミ田下駄 の枠型,し か も大型 と対応 させ ることが

で き,ま た,使 い途 的には,使 い途(A)の 型,む しろ,使 い途(A)*(C)の 型

をあて ることがで きそ うに思 える。想像 をめ ぐらせば,シ ロフ ミ田下駄は大昔 この よ

うに幅が広 くタテが長 く,そ れが次第 にせま く使 いやす く改 め られ ていったので はな

か ろ うか。田下駄の形 は田の成 りた ちと深 い係 りを もっている。 田下駄様の出土遺物
          てだて

の正体をあかすには,手 段をつ くして田の成 りたちを調べ,な お,田 下駄 とつなが り

のある仲間の用具の組み合わせを考 え,そ して,当 時の田仕事全体の流れを思いうか

べ,そ れを現代の稲作と比べあわせてみる,な いしは,現 代の稲作 りにまでつなげて

みるといった分析の方法が当然必要なのではないかと考 えられる。
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③
②

①

②

③

岩手県沢内村のオーアシ

埼玉県越生町のオーアシ

埼玉県越生町のオーアシ

④

⑤

⑥

八王子市柿ノ木平のオーアシ

岐阜県国府町のオーアシ

長野県穂高町のハコゲタ ①
シロフ ミ田下駄の諸形態



⑥ ⑤ ④



中村  シロフミ田下駄の諸系列

① 大型のシロフミ田下駄(岩 手県沢内村) ② 小型のシロフミ田下駄(静 岡三ケ日町)

③ 小型のシロフミ田下駄(静 岡県三ケ日町) ④ わかんじき型の稲刈田下駄

⑤ 岐阜県国府町のオーアシ ⑥ 静岡県賀茂郡下河津のオーアシ
   菱 壁 ::'   '"

⑦ 長野県のハコゲタ       ⑧ 長野県のハコゲタ

シロフ ミ田下駄の諸形態

(上伊那郡)
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